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主
し ゅ

日
じ つ

礼 拝 式
れ い は い し き

文
ぶみ

（メロディなし Ver.1-1）

● 通 常
つうじょう

の主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

では、ｐ2～ｐ3 の式次第
し き し だ い

となります

● 特
とく

定日
て い び

礼拝
れいはい

の中
なか

で配餐
はいさん

に与る
あずかる

時
とき

は、

式次第
し き し だ い

ｐ3 の［ 教 会
きょうかい

の祈り
い の り

・平和
へ い わ

の挨拶
あいさつ

］の後
のち

、

        ｐ4[別
べっ

紙
し

]の聖
せい

餐
さん

の式
しき

次
し

第
だい

を用
もち

います

この式
しき

文
ぶみ

は、コロナ禍
か

である現 状
げんじょう

をふまえたうえで、

オルガン伴
ばん

奏
そう

での歌
か

唱
しょう

を 伴
ともな

わない言
こと

葉
ば

のみの構
こう

成
せい

になっています。

式
しき

文
ぶみ

のメロディについては、4 つの伴奏
ばんそう

バージョンが示
しめ

されています。

いずれのバージョンで伴奏
ばんそう

するかは 改
あらた

めて皆
みな

さんと打
うち

合
あわ

せしてまいります。

コロナ禍
か

の 状 況
じょうきょう

にもよりますが、秋
あき

口
ぐち

以
い

降
こう

には歌
か

唱
しょう

できればと 考
かんが

えています。

日本
に ほ ん

福音
ふくいん

ルーテル蒲田
か ま た

教 会
きょうかい

(2021/04)
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■ 前奏
ぜんそう

 招き
ま ね き

（招き
ま ね き

・告白
こくはく

・赦し
ゆ る し

）

司）神は、すべての人が救いの恵みに与るように、礼拝に招いてくださいました。

衆） 私
わたし

たちは招
まね

かれて、ここにいます。

司）父と子と聖霊の御名によって。  衆）アーメン

司）神の御前で私たちの罪を告白し、心を合わせて赦しを求めましょう。

     衆）神
かみ

さま。 私
わたし

たちは思
おも

いと言
こと

葉
ば

、行い
おこない

と怠り
おこたり

、また無関心
む か ん し ん

によって、

あなたから遠
とお

く離
はな

れ、御
み

旨
むね

に背
そむ

いてきました。今
いま

、ここに罪
つみ

を告白
こくはく

します。

司）恵みの神さま。          衆） 私
わたし

たちを赦
ゆる

してください。

司）神は、御子イエス・キリストの十字架によって私たちを赦し、洗礼の約束により新た

に生まれさせ、永遠の命へと導いてくださいます。父と子と聖霊の御名によって。

                     衆）アーメン

 招き
ま ね き

の歌
うた

（教 会
きょうかい

讃美歌
さ ん び か

） （本日
ほんじつ

の[
［

教 会
きょうかい

讃美歌
さ ん び か

]
］

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）

 キリエ

司）主
しゅ

よ、憐
あわ

れんでください。 衆）主
しゅ

よ、憐
あわ

れんでください。

司）キリストよ、憐
あわ

れんでください。 衆）キリストよ、憐
あわ

れんでください。

司）主
しゅ

よ、憐
あわ

れんでください。 衆）主
しゅ

よ、憐
あわ

れんでください。

 グロリア

司）いと高きところには栄光、神に

衆） 地
ち

には平和
へ い わ

、み 心
こころ

にかなう人々
ひとびと

に

主
しゅ

をあがめ、主
しゅ

をあおぎ、主
しゅ

をおがみ、主
しゅ

をたたえます

主
しゅ

なる神
かみ

、天
てん

の王
おう

、全能
ぜんのう

の父
ちち

、あなたの栄光
えいこう

に感謝
かんしゃ

します

主
しゅ

なる神
かみ

、神
かみ

のこひつじ、父
ちち

のひとり子、主
しゅ

イエス・キリスト

世
よ

の罪
つみ

を取り除く
と り の ぞ く

主
しゅ

、わたしたちを憐
あわ

れみ、祈
いの

りを聴
き

いてください

父
ちち

の右
みぎ

におられる主
しゅ

、わたしたちを憐
あわ

れんでください

あなただけが聖
せい

なる主
しゅ

、いと高
たか

きイエス・キリスト

あなたは聖霊
せいれい

と共
とも

に、父
ちち

なる神
かみ

の栄光
えいこう

のうちに。 アーメン

 つどいの祈
いの

り     （本日
ほんじつ

のつどいの祈り
い の り

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）

 聖書
せいしょ

・第
だい

一/第二の日
にっ

課
か

  （本日
ほんじつ

の第一/第二の日課
に っ か

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）

 聖書
せいしょ

・福音書
ふくいんしょ

    （本日
ほんじつ

の福音書の日課
に っ か

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）                                                                                                                             
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 説 教
せっきょう

       （本日
ほんじつ

の説 教
せっきょう

題
だい

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）

 信仰
しんこう

の告白
こくはく

（使徒
し と

信 条
しんじょう

）

天
てん

地
ち

の造
つく

り主
しゅ

、全
ぜん

能
のう

の父
ちち

である神
かみ

を 私
わたし

は信
しん

じます。

そのひとり子
こ

、 私
わたし

たちの主
しゅ

イエス・キリストを、 私
わたし

は信
しん

じます。

主
しゅ

は聖霊
せいれい

によってやどり、おとめマリヤから生
う

まれ、ポンテオ・ピラトのもとに

苦
くる

しみを受
う

け、十字架
じ ゅ う じ か

につけられ、死
し

んで 葬
ほうむ

られ、陰府
よ み

に下
くだ

り、

三日目
み っ か め

に死人
し に ん

のうちから復活
ふっかつ

し、天
てん

に上
のぼ

られました。

そして全能
ぜんのう

の父
ちち

である神
かみ

の右
みぎ

に座
ざ

し、

そこから来
き

て、生
い

きている人
ひと

と死
し

んだ人
ひと

とをさばかれます。

聖霊
せいれい

を 私
わたし

は信じ
し ん じ

ます。また聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教 会
きょうかい

、聖
せい

徒
と

の交
まじ

わり、罪
つみ

の赦
ゆる

し、

からだの復活
ふっかつ

、永
えい

遠
えん

のいのちを信
しん

じます。   アーメン

 教 会
きょうかい

の祈
いの

り

 平和
へ い わ

の挨拶
あいさつ

司）主の平和がみなさんと共にありますように。  衆）またあなたと共
とも

に。

    …（聖餐式
せいさんしき

を行う
おこなう

礼拝
れいはい

では、ここで次
じ

ページ4
４
の聖餐

せいさん
に続き

つ づ き
ます）…

 主
しゅ

の祈り
い の り

（聖餐式
せいさんしき

ある場合は、聖餐
せいさん

式次第
し き し だ い

の中
なか

で祈り
い の り

ます）

天
てん

の父
ちち

よ。み名
な

があがめられますように。み国
くに

がきますように。

み 心
こころ

が天
てん

で 行
おこな

われるように、地上
ちじょう

でも 行
おこな

われますように。

私
わたし

たちに今日
き ょ う

もこの日
ひ

の糧
かて

をお与
あた

えください。

私
わたし

たちに罪
つみ

を犯
おか

した者
もの

を赦
ゆる

しましたから、私たち
わ た し た ち

の犯
おか

した罪
つみ

をお赦
ゆる

しください。

私
わたし

たちを誘惑
ゆうわく

から 導
みちび

き出
だ

して、悪
あく

からお救
すく

いください。

み国
くに

も 力
ちから

も栄光
えいこう

もとこしえに、あなたのものだからです。 アーメン

■ 感謝
かんしゃ

のささげもの（献金
けんきん

と感謝
かんしゃ

の祈り
い の り

）

■ 派遣
は け ん

の祈り
い の り

 派遣
は け ん

の歌
うた

（教 会
きょうかい

讃美歌
さ ん び か

） （本日
ほんじつ

の[
［

教 会
きょうかい

讃美歌
さ ん び か

]
］

は週 報
しゅうほう

をご覧
ご ら ん

ください）

 祝 福
しゅくふく

 派遣
は け ん

の言葉
こ と ば

司）行きましょう。主の平和にうちに。 仕えましょう。主と隣人に。

衆）アーメン。 私
わたし

たちは行
い

きます。神
かみ

の助
たす

けによって。

■ 後奏
こうそう

4

[別紙
べ っ し

] …聖
せい

餐
さん

に 与
あずか

る礼
れい

拝
はい

では、式
しき

次
し

第
だい

の［教 会
きょうかい

の祈り
い の り

・平和
へ い わ

の挨拶
あいさつ

］の後
のち

に入り
は い り

ます…

■ 序詞

司）主
しゅ

が共
とも

におられるように           衆）また、あなたと共
とも

に

司） 心
こころ

を高く
た か く

あげて、主
しゅ

をあおぎましょう    衆）主
しゅ

をあおぎます

司）主
しゅ

に感謝
かんしゃ

しましょう             衆）感謝
かんしゃ

と賛美
さ ん び

を捧
ささ

げます

（続いて、司式者による［その日の序詞・特別序詞］）

■ サンクトゥス

一同）聖
せい

なる聖
せい

なる聖
せい

なる 力
ちから

の主
しゅ

  天
てん

と地
ち

に主
しゅ

の栄光
えいこう

は満ちて
み ち て

います

いと高
たか

きところにホサナ

主
しゅ

の御
み

名
な

によって来
こ

られる方
かた

に 祝
しゅく

福
ふく

があるように  いと高き
た か き

ところにホサナ

■ 設定

司）私たちの主イエス・キリストは渡される夜、パンを取り、感謝し、これを裂き、

弟子たちに与えて言われました。「取って食べなさい。これはあなたがたのために与え

るわたしのからだである。わたしの記念のため、これを行いなさい」。食事ののち、杯

をも同じようにして言われました。「取って飲みなさい。これは罪の赦しのため、あな

たがたと多くの人々のために流す、わたしの血による新しい契約である。わたしの記

念のため、これを行いなさい」。

衆）アーメン

■ 主の祈り

■ アグヌス デイ

一同）世
よ

の罪
つみ

をとりのぞく神
かみ

のこひつじ、憐
あわ

れんでください

世
よ

の罪
つみ

をとりのぞく神
かみ

のこひつじ、憐
あわ

れんでください

世
よ

の罪
つみ

をとりのぞく神
かみ

のこひつじ、平
へい

和
わ

をお与
あた

えください

■ 聖餐
せいさん

への招き
ま ね き

と配餐
くばさん

  …（洗礼
せんれい

の礼典
れいてん

にあずかったかたは、前
まえ

へお進
すす

みください）

■ 配餐後
は い さ ん ご

の祝 福
しゅくふく

■ 聖餐
せいさん

の感謝
かんしゃ

■ ヌンク・ディミティス

一同）いま、わたしは主
しゅ

の救
すく

い
い

を見
み

ました。主
しゅ

よ、あなたはみことばの通
とお

り、しもべを安
やす

らかに去
さ

らせてくださいます。これはすべての民
たみ

に備
そな

えられた救
すく

い
い

、諸
しょ

国
こく

民
みん

の 心
こころ

を

開
ひら

く 光
ひかり

、み民
たみ

イスラエルの栄
えい

光
こう

です。

…（前
ぜん

ページの 感謝
かんしゃ

のささげもの に続
つづ

きます）…


